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一般社団法人ひとつの 世界・ ひとつの 家族 

1. 事業の概況に関する 事項 

（ 1）事業 の経過及びその 成果（全体概要）  

当法人の創設年度にあたる 本年度は、「 One World One Family （ひとつの 世界・ ひと

つの家族）」 の理念を具現化するための 基盤づくりに 注力いたしました。 特に「 人間開

発プログラム」 を最重要事業と 位置付け、 次世代の人材育成、 ボランティア 精神の啓

蒙、 および 慈善活動の促進を目的として、 予算の大半をこれら プログラム に投入いた

しました。  

国内においては 100 人規模のコンフェレンス を成功させ、 国外においては 世界 100 カ

国のグループ が一堂に会する 国際的な交流イベント を通じて、 国境を越えた インスピ

レーション の共有と 連帯を強化いたしました。  

一方で、 既存のボランティア 活動については、 ホームレス の方々への定期的な食事配

給を継続し、 新たな 食材供給ルート の開拓にも 着手いたしました。しかしながら、 主

要プログラム への集中に伴い、 教育事業や朝食プロジェクト については 当初の計画を

発展させるに 至らず、 次年度の「 高齢者支援」 へのシフト を見据えて延期・整理 の判

断を行いました。 本年度は、これらの 経験を糧に、 超高齢社会における 支援という 新

たな 重点課題へ舵を切る 準備を整えた 一年となりました。

 

2. 事業別の報告 

① 人間開発プログラム（ 重点事業）  

⚫ 活動内容: 

事業の目的と 基本方針: 当法人の創設年度として、「 One World One Family 」

の理念を国内外に浸透させ、 慈善活動の担い手となる 人材を育成することを 最

優先課題としました。そのため、 本年度予算の大部分を国内外の人間開発プロ

グラム（ HD プログラム） へ集中的に投入いたしました  

➢ 国内/ONE WORLD ONE FAMILY コンフェレンス（ 東京）： 6 月に東京

にて 100 人規模のコンフェレンス を開催し 、 ボランティア の啓蒙と ネッ

トワーク 構築を行いました。  

国際的なインスピレーション の共有: 海外より 人道的活動を積極的に行

う 人道主義者とその 関係者 10 名を VIP ゲスト として 招待しました。 各

国の慈善活動の紹介や HD プログラム（ 講義、 カルチャルプログラム

等） を通じて、 ボランティア の啓蒙と 世界的な協力の和を広げる 場とし

ました。 国際的な文化交流の場として も 、 伝統芸能の公演も 行い、 日本

の伝統をゲスト と 参加者に体験してもらいました。  

設立記念の象徴的活動: 当法人の設立を記念し て、 設立記念の式典を行

いました。 設立記念の楯に VIP ゲスト に署名をしていただきました 。



これは 世界的な連帯の誓いを 形にしたものであり、 今後の活動における

精神的支柱となります。  

ホスピタリティ と コミュニティ 形成: 参加者には、 健康的な食事（ お弁

当） や記念ギフト を提供しました  。これらのおもてなしを 通じて、 参

加者間の親睦を深め、 心身ともに 満たされた 状態での学びを促進しまし

た。  

➢ 外部機関・産業界 との 連携協議: コンフェレンス の開催に合わせ、 招待

ゲスト と 共に別日程で以下の活動を実施しました。  

学術協議（東京農業大学） : 東京農業大学を訪問し、 将来的に懸念され

る「 食料・ エネルギー 難」 に対する 協議を行いました。 国際的な慈善活

動の知見と 学術的視点を融合させ、 持続可能な支援の在り 方について 深

い議論を交わしました。 東京農業大学とは、 インド 本部の教育機関と 連

携して 研究を進めることが 話し 合われました。  

産業連携（有機農業関連企業、 AGBIOTEC 社のコンフェレンス への参

加） : 国内の自然栽培関連企業である AGBIOTEC社が主催する コンフェ

レンス に参加しました。 VIP ゲスト による 講壇を質疑応答形式で行い、

農業や食を通じた 社会奉仕・ 環境問題に関する 知見を共有しました。 自

然栽培の先端的な農業技術を学び、 国内外の食材提供プロジェクト をよ

り 高度なレベル で展開するための 基盤を築きました   

➢ 国外/「 ONE WORLD ONE FAMILY カルチャーフェスティバル 」： 2025

年 8 月から 11 月にかけ、 南インド ・バンガロール 近郊のムッデナハリ

で開催された 国際交流プログラム に参加しました 。 この プログラム は世

界 100 か国から 慈善事業団体が参加して 100 日間連続して 「 ひとつの 世

界・ ひとつの 家族」 の精神を祝い、 多様性の中の一体性を学び、 インス

ピレーション を共有することで、 世界中に慈善事業を促進するもので

す。  

この イベント はボランティア 活動の祭典でもあり、 現地で様々な種類の

ボランティア 活動が企画されました。 イベント の説明や準備のために、

都内の会場を借りて（または オンライン で） 説明会を複数回設け、 最終

的に当法人からは 20 名ほど の参加者を集い、 ボランティア として（ 一部

通常参加・ アーティスト） 参加しました。  

多文化交流と 共有: 各国がそれぞれの 日を担当し、 慈善活動の報告やそ

の国の文化の紹介をして インスピレーション を共有しました。 各国の伝

統芸能が毎日公演され 、 世界中の多様な文化的伝統がひとつの 場に集う

ことにより、 多様性の中にある 一体性を体感する 機会を作り 出しまし

た。 日本からは、 世界的に活躍する 笙奏者大塚淳平氏夫妻に公演を依頼

し、 合計 10 名のアーティスト を派遣いたしました。 同氏による 日本の

伝統的精神の公演は、 各国の参加者から 高い評価を受け、 日本の伝統精

神を世界へ伝えるとともに、 文化を通じた 国際親善に大きく 寄与しまし

た。 最終日には約 70 か国のアーティスト が集い世界最大の「 One 



World One Family 」グローバルコンサート を行い、 多様性の中の一体性

を祝いました。  

食文化の交流： 日本の日では、 物性食材を使用しない「 ベジタリアン 寿

司」 6,000 貫を完成させ、 来場者に提供しました 。 日本からの ボランテ

ィア が中心となり、 世界各国のボランティア と 協力して 早朝から 調理を

開始。寿司 に使用する 食材は、 現地の日本食材店と 連携して 調達し、 品

質管理を徹底しました。 日本の伝統的な味は極めて高い評価を受け、 特

に現地の学生たちからは 大好評を博しました。これは 単なる 食事提供に

留まらず、 調理の過程で各国のボランティア と 共同作業を行うことで、

深い連帯感を生む貴重な機会となりました。  

日本の「おもてなし」の 精神を伝えるため、 古くからの 歴史を持つ日本

の名店から 5,000 個の最中を調達し、 各 20 キロ にもなる 複数の箱をボ

ランティア が分担して インド の会場へ運びました。 伝統的な和菓子を共

有することで、 日本の豊かな 文化と 繊細な技術を紹介しました。  

表彰と 連帯： 各国で活躍する 顕著な功績のあった 人道主義者に対し て

「ヒューマンエクセレンス・アワード」 が授与され、 互いに称え合う 場

が設けられました。 各国で活躍する スピリチュアルリーダー もその 国の

精神的な側面から 一体性について 登壇しました 。 日本からは、 母子家庭

や子供たちを 支援する 慈善事業団体チョイ ふる の代表の栗野泰成氏を表

彰し、 スピリチュアルリーダー として 小野隆光氏にご登壇をお願いし、

表彰いたし ました。 表彰は、 社会の諸課題に対し 卓越した リーダーシッ

プを発揮する 個人の功績を、 国際的な舞台で広く 称えることを 目的とし

ており、 世界基準の評価を個人の活動に付与することで、 受彰者自身の

さらなる 飛躍を後押しするだけでなく、 日本国内における 慈善活動への

注目度を高め、 寄付文化の醸成やボランティア 参加の促進といった、 慈

善事業全般を力強く 支える 原動力となります  

⚫ 成果と 収支の背景:人材育成と 活動促進のため、 本年度予算の大部分を本事業

に配分しました。 主要な支出は、 ゲスト の招聘費用（旅費交通費・滞在費）、

会場運営費、 アーティスト 報酬、記念品費 、食費 等でした 。この 事業は、 今後

の活動の核となる ボランティア 人材の意識向上と、 国際的な協力体制の確立、

大学や企業との 専門的な連携など、 当法人の社会的信用を構築するための 不可

欠な投資として 執り 行いました。 日本国内の活動を世界基準へと 引き 上げるた

めの貴重なインスピレーション を得る 機会となりました。  

 

② 既存の慈善活動への協力 

⚫ 活動内容: 当法人は、 自社事業の枠を超え、 同じ 志を持つボランティアチーム

や他団体との 連携を深めています。 以下のプロジェクト は、 当法人のメンバー

が深く 関与し、 自律的な運営体制のもとで 素晴らしい 成果を上げています。 当

法人はこれらの 活動を「 One World One Family 」を 構成する 大切なパートナー

シップ として 位置づけ、 ボランティア の促進などを 通して 相互にインスピレー



ション を共有しています。 当法人は、それらを 一つの大きな 家族（ Family ）と

して 繋ぐ プラットフォーム としての 役割を担っています。  

➢ フードサービス（ 横浜、秋葉原、上野）： 横浜の地区センター にボランテ

ィア が集って お弁当を作り、 夕方に各方面へ出向き 対象者に配布していま

す。 月 1 回、横浜市中区 の関内駅・馬車道駅界隈 や横浜球場・ で生活して

いる 路上生活者さん に対し、 45 食を配布して います。 秋葉原・上野方面 に

おいても、 メンバー が週に１ 度、自宅 で炊いた酵素玄米でおにぎりを 作

り、 昼食時間帯に秋葉原駅から 上野駅まで 歩きながら、 点在する 対象者に

おにぎりを 配っています（ 月 30 食程度）。 その他、 各地で（ 新潟・ 長野な

ど ） でも メンバー が困窮者に対して 自主的に食事を配っています 。  

 

➢ ワクワク 便（一般社団法人 チョイ ふる ）： ワクワク 便については、 当法人

の理事が理事を兼ねる 別組織によって 自律的に運営されています。 行政と

連携して リスク の高い困窮・母子世帯 へ、 カゴ いっぱいの 食糧（ お野菜、

お米、麺類、乳製品 など）を 車で一軒一軒届け、お 悩みなどの ヒアリング

を実施。 当法人は、この プロジェクト を、 理念を共有する『 パートナーシ

ップ 事業』 と 位置づけ、 意見交換やボランティア 促進など を通じて 活動の

質を高め合っています。  

 

➢ かんしょく プロジェクト（ 一般社団法最愛の食卓）： 当法人の理事が代表

理事を兼ねる 別組織によって 運営され る フードロス を困窮世帯に届ける 活

動です。 消費者庁・東京都・ フードロス 議連と 連携しながら、 都内だけで

も 毎日何万トン と 捨てられる 食料を、 企業との 契約を通して、 1 日 100

食、月 に 2000 食を届ける ことを 目指しています 。 当法人はこの プロジェ

クト を、 理念を共有する『 パートナーシップ 事業』 と 位置づけ、 ボランテ

ィア 促進など を通じて 活動の質を高め合っています。  

 

③ 食材提供プロジェクト （ OneFamily キッチン）  

• 活動内容： 生産者との ネットワーク 構築に着手し、 各地のフードサービスグル

ープや地域のフードバンク 等、協力 団体への食材提供をしています 。  

• 状況報告: 数名のボランティア が中心とな り 、 月数回食材を調達し、 各地のフ

ードサービス に提供しています。 米や野菜など、 80 -120 名分の食料を調達し

ています。 支援者と 困窮者を繋ぐ モデルとして 、 実務的な橋渡しを 行いつつ、

支援者と 困窮者の輪を広げています 。 定期的な各地のフードサービス への食材

提供に加え、 本年度は、 長野県の生産業者の方と も 協力し、 協力団体である 一

般社団法人チョイ ふる が行う「 ワクワク 便」 への食材提供を行い、 実質的に活

動を支援することができました。  

 

 



④ 情報発信 

• 活動内容: ランディングページ としての 公式サイト を新規作成しました。ま

た、 メー リングリスト を活用し、 ボランティア 活動や人間開発プログラム の情

報をタイムリー に共有し、 参加を促進しました。  

• 成果: デジタル 基盤を整えたことで、 支援者との 直接的な接点と 情報共有のル

ート を確保しました。  

 

⑤ 教育活動（人間的価値教育）  

• 状況報告: 当初計画していた 教科書の翻訳作業等を進めてまいりましたが、 そ

の作業が一段落し、 次の教育活動に向けて 具体的な計画を立てる 段階となりま

した。 教育事業として 運営がしやすいように、 本事業は当法人のメンバー によ

る 別団体にて当面継続されることとなりました。  

• 今後の対応:人間的価値の教育促進事業は維持しつつ、 当法人としての 今後の関

わり 方については、 改めて検討事項といたします。  

 

⑥ 子供支援活動 

• 朝食提供プロジェクト : インド 本部での大規模な実績（毎日数万食配布） をモ

デルとした 国内展開を計画していましたが、 本年度はリソース の兼ね合いから

着手できませんでした。 次年度以降、日本国内 での実施機会を模索してまいり

ます。  

• あだち キッズ カフェ （ 一般社団法人チョイ ふる ）： 当法人の理事が理事を兼ね

る 別組織によって 運営されてい る 困窮世帯の親子向け居場所事業。 あだち キッ

ズカフェ は行政と 連携し て困窮母子世帯に対し 、 食事提供、 学習支援などを 行

って おり、 当法人の理念を共有する『 パートナーシップ 事業』 と 位置づけ、 今

後さらに 協力体制を整えたい と 思っています 。  

• 折り 紙プロジェクト ： ハート 型の折り 紙にキャンディー をいれ たギフト を子供

たち が作り 、 インド の病院の子供たち に送る 「 折り 紙プロジェクト 」 が年に数

回（ 各 300 個以上） メンバー によって 行われています 。  

 

 

3. 次年度の対処すべき 課題と 方針 

次年度の基本方針 

本年度の成果である「 人間開発プログラム」 を通じて 得られた、 ボランティア 精神と

国際的な連帯の基盤を活かし、 次年度は既存の慈善事業を維持・拡大 しつつ、 新たに

「超高齢社会 における 孤立高齢者への支援」 を重要課題として 掲げます。  



社会背景と 取り 組む意義 

現代日本が直面する 超高齢社会において、かつて 国家や地域を支えてきた 先達が孤独

や困窮に苦しむ 現状は、 看過できない 課題です。こうした 方々を慈しみ、 敬う 心は、

社会全体の道徳的基盤を再構築する 原動力となります。 支援を通じて「 感謝」 や「 助

け合い」といった 人間的価値を社会に広めることは、 私たちが 目指す「 One World 

One Family （ひとつの 世界・ ひとつの 家族）」 という、より 良い社会の実現に寄与する

ものと 考えており ます。  

高齢者支援活動の具体的な取り 組み 

次年度は、 以下の三層の支援体制を軸に稼働いたします。  

• 草の根的な個別支援: 各メンバー に対し、 身近にいる 困難を抱えた 高齢者への

直接的な関わりを 推奨しています。 週に一度の対話や食材の支給など、 日常的

な「 寄り 添い」を 通じて、 孤独感の解消と 生活の質の向上を働きかけてまいり

ます。  

• グループ 活動による コミュニティ 形成: 高齢者を対象とした 定期的なグループ

活動を企画し、 孤立を防ぐための 居場所づくりを 行います。こうした 集団活動

を起点として、 個人レベル の支援の輪が自然に広がる エコシステム の構築を目

指します。  

• 拠点型支援（岐阜県 における モデルケース） :NPO 法人ワンワールドワンファ

ミリーホーム が法務局から 認可され、 岐阜県・愛知県近辺 にて、 デイサービス

を提供できる 拠点を立ち上げます。 来年度からの 本格稼働に向けて 細部を調整

中であり、 地域に根ざした 具体的な支援モデルを確立いたします。  

 

 

以上 

 

 


